
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、

夏
日
や
煙
霧
に
驚
か
さ

れ
る
春
で
す
。
３
月
は
、

第
五
福
竜
丸
展
示
館
や

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料

セ
ン
タ
ー
が
あ
る
江
東
区
で
は
、

核
廃
絶
や
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ

つ
ど
い
が
行
わ
れ
ま
す
▼
今
月
５

日
に
は
、
江
東
革
新
懇
総
会
で
自

民
党
改
憲
草
案
を
全
面
的
に
批
判

す
る
学
習
会
が
加
わ
り
ま
し
た
。

今
こ
そ
明
治
憲
法
下
の
15
年
戦
争

や
治
安
維
持
法
の
戦
前
の
歴
史
を

学
ぶ
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

し
た
▼
10
日
、
復
旧
も
す
す
ま
な

い
大
震
災
２
周
年
と
北
朝
鮮
の
核

実
験
や
中
国
と
の
尖
閣
問
題
で
の

国
民
の
不
安
に
便
乗
し
て
、
石
破

自
民
党
幹
事
長
は
非
常
時
に
は
人

権
を
制
限
す
る
条
項
を
盛
り
込
む

改
憲
論
を
公
言
し
ま
し
た
▼
一
方

で
は
、
日
米
首
脳
会
談
直
後
に
安

倍
首
相
は
選
挙
公
約
を
な
い
が
し

ろ
に
し
て
、
ア
メ
リ
カ
と
財
界
に

迎
合
す
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明

に
前
の
め
り
。
辺
野
古
埋
め
立
て

を
す
す
め
る
小
野
寺
防
衛
相
は
、

災
害
救
助
を
口
実
に
オ
ス
プ
レ
イ

の
導
入
ま
で
い
い
だ
す
始
末
で
す

▼
こ
の
亡
国
の
政
治
の
推
進
を
け

し
か
け
る
の
は
、
み
ん
な
の
党
や

維
新
の
会
と
民
主
党
を
も
取
り
込

ん
だ
改
憲
連
合
で
す
。
ク
ラ
ウ
ゼ

ビ
ッ
ツ
は
「
戦
争
は
別
の
手
段
に

よ
る
政
治
の
継
続
で
あ
る
」
と
い

い
ま
す
。
日
本
型
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

台
頭
は
萌
芽
の
う
ち
に
摘
み
取
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
政

治
決
戦
は
目
前
で
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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３

月

13
日

に

開

か

れ

た

「

重

税

反

対

江

東

区

民

集

会

」

で

は

、

油

屋

正

孝

江

東

土

建

税

対

部

長

の

開

会

挨

拶

に

続

き

、

森

外

米

蔵

江

東

民

主

商

工

会

事

務

局

長

は

、

２

０

１

３

年

度

の

基

調

報

告

。

江

東

年

金

者

組

合

、

新

婦

人

江

東

支

部

な

ど

か

ら

決

意

表

明

が

あ

り

ま

し

た

。

森

外

氏

は

、

安

倍

内

閣

が

景

気

回

復

と

称

し

て

、

大

企

業

を

支

援

の

住

宅

ロ

ー

ン

、

自

動

車

取

得

税

の

減

税

な

ど

の

税

制

大

綱

を

決

め

た

が

「

消

費

税

増

税

反

対

」

「

社

会

保

障

拡

充

」

が

国

民

の

多

数

の

声

だ

。

６

月

の

都

議

選

、

７

月

の

参

議

院

選

で

、

増

税

中

止

、

生

活

保

護

の

見

直

し

や

年

金

改

悪

な

ど

社

会

保

障

の

切

り

捨

て

を

や

め

さ

せ

る

国

民

的

共

同

を

強

め

、

増

税

勢

力

に

厳

し

い

審

判

を

く

だ

そ

う

と

訴

え

ま

し

た

。

共

産

党

区

議

団

の

菅

谷

俊

一

区

議

が

連

帯

の

挨

拶

。

あ

ぜ

上

三

和

子

都

議

か

ら

連

帯

の

メ

ッ

セ

ー

ジ

が

寄

せ

ら

れ

ま

し

た

。

２
月
15
日
、
産
業
会
館
で
江

東
国
民
春
闘
共
闘
会
議
結
成
・

学
習
会
が
開
催
さ
れ
、
17
労
組
・

団
体
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

川
村
区
労
連
副
議
長
の
挨
拶

の
あ
と
、
清
水
事
務
局
長
か
ら

大
増
税
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

原
発
ゼ
ロ
社
会
を
め
ざ
す
と
り

く
み
、
賃
下
げ
・
社
会
保
障
改

悪
攻
撃
と
の
闘
い
、
地
域
春
闘

を
強
化
す
る
と
り
く
み
な
ど

「
春
闘
行
動
計
画
」
と
役
員
体

制
に
つ
い
て
提
案
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

つ
づ
い
て
、
都
教
組
江
東
支

部
、
ア
サ
ガ
ミ
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー

労
組
、
日
の
丸
自
交
労
組
深
川

支
部
、
郵
政
産
業
ユ
ニ
オ
ン
東

京
新
局
支
部
か
ら
と
り
く
み
の

発
言
が
あ
り
、
交
流
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
春
闘
行
動
計
画
と
役

員
体
制
が
大
き
な
拍
手
で
確
認

さ
れ
、
団
結
が
ん
ば
ろ
う
の
力

強
い
唱
和
で
地
域
春
闘
の
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
、
「
地
域
か
ら

国
民
春
闘
を
ど
う
す
す
め
る
か
」

と
題
し
伊
藤
圭
一
全
労
連
調
査

局
長
が
講
演
。
「
円
安
・
株
高

で
大
企
業
の
金
融
資
産
残
高
は

７
９
６
兆
円
。
し
か
し
、
大
企

業
の
労
組
は
賃
上
げ
要
求
を
放

棄
し
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

で
、
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事

業
で
大
企
業
に
は
大
盤
振
る
舞

い
。
一
方
、
消
費
税
増
税
を
し

て
も
、
生
活
保
護
費
の
削
減
・

年
金
切
り
下
げ
や
地
方
公
務
員

給
与
の
削
減
等
、
国
民
・
労
働

者
に
犠
牲
を
強
い
て
い
る
。

長
期
に
わ
た
る
賃
金
下
落
は

日
本
だ
け
の
異
常
事
態
。
要
求

し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い
。
多

く
の
仲
間
と
地
域
の
共
同
を
拡

大
し
、
賃
上
げ
で
地
域
春
闘
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

江

東

区

は

、

こ

れ

ま

で

無

料

で

あ

っ

た

「

が

ん

検

診

」

の

有

料

化

を

提

案

し

、

自

民

、

公

明

、

民

主

、

み

ん

な

の

党

な

ど

の

賛

成

で

決

め

て

し

ま

い

ま

し

た

。

低

所

得

者

対

策

と

し

て

住

民

税

非

課

税

世

帯

は

無

料

を

維

持

し

た

も

の

の

、

子

宮

頸

が

ん

６

０

０

円

、

大

腸

、

前

立

腺

、

胃

が

ん

は

５

０

０

円

、

肺

が

ん

８

０

０

円

と

す

る

も

の

で

、

「

公

共

と

民

間

の

役

割

分

担

の

関

係

」

「

受

益

者

負

担

の

公

平

の

観

点

」

な

ど

と

説

明

し

て

い

ま

す

。

「

早

期

発

見

・

早

期

治

療

」

が

原

則

の

が

ん

治

療

に

対

し

検

診

率

は

低

く

、

胃

が

ん

３

・

５

％

、

肺

が

ん

１

・

２

％

、

大

腸

が

ん

１

７

・

８

％

し

か

あ

り

ま

せ

ん

。

有

料

化

は

、

さ

ら

に

検

診

率

を

抑

制

す

る

も

の

で

す

。

共

産

党

区

議

団

が

８

月

に

行

っ

た

区

民

ア

ン

ケ

ー

ト

で

も

「

受

け

た

い

人

が

受

け

ら

れ

な

く

な

る

」

「

貧

し

い

人

は

検

診

で

き

ず

、

み

す

み

す

命

を

落

と

す

こ

と

に

な

る

」

な

ど

反

対

の

声

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

し

た

。

ま

た

、

こ

の

問

題

が

報

告

さ

れ

た

保

健

所

運

営

委

員

会

で

は

医

療

関

係

者

か

ら

も

「

検

診

率

を

上

げ

る

こ

と

が

医

療

費

の

削

減

に

つ

な

が

る

の

に

、

区

は

何

を

考

え

て

い

る

の

か

」

な

ど

強

い

反

対

の

声

が

上

が

り

、

区

担

当

者

も

「

様

子

を

見

る

」

と

答

え

ざ

る

を

え

ま

せ

ん

で

し

た

。

「

が

ん

検

診

」

の

有

料

化

は

区

に

お

金

が

な

い

か

ら

で

は

あ

り

ま

せ

ん

。

区

財

政

は

今

年

度

も

１

４

０

億

円

も

の

お

金

を

余

ら

せ

、

積

立

金

で

あ

る

基

金

は

８

０

０

億

円

を

超

え

史

上

3
番

目

で

す

。

こ

の

間

「

受

益

者

負

担

」

の

名

目

で

、

文

化

セ

ン

タ

ー

な

ど

施

設

使

用

料

や

保

育

料

の

値

上

げ

を

し

て

い

る

の

は

、

行

政

の

責

任

を

放

棄

し

「

自

己

責

任

」

を

押

し

付

け

る

「

構

造

改

革

路

線

」

に

沿

っ

た

も

の

で

す

。

共

産

党

区

議

団

は

憲

法

と

地

方

自

治

法

に

基

づ

い

て

、

住

民

の

命

と

健

康

を

守

る

こ

と

に

責

任

を

果

た

せ

と

頑

張

っ

て

い

ま

す

。

が
ん
検
診
抑
制
の
有
料
化

国
民
春
闘
を
地
域
か
ら
成
功
さ
せ
よ
う
！

江
東
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
結
成

「２・２６ 怒りの区民集会」・「３・１３ 重税反対区民集会」

「消費税増税反対、社会保障拡充、
憲法９条改悪許さず…」

2013

今
で
も
低
い
が
ん
の
検
診
率

自

治

体
の

役

割
投

げ

だ

す

「
受
益
者
負
担
」

２
月
26
日
に
は
「
区
民
要
求
実
現
江
東
実
行
委
員
会
主
催
の
「
怒
り
の

区
民
集
会
」
が
開
か
れ
25
団
体
２
８
０
名
、
続
く
３
月
13
日
「
重
税
反
対

江
東
区
民
集
会
」
が
10
団
体
３
０
０
名
の
参
加
者
で
開
か
れ
ま
し
た
。

３・13重税反対江東区民集会のデモ隊

２
月
26
日
東
陽
公
園
で
「
憲

法
９
条
守
れ
！
消
費
税
増
税
中

止
！
社
会
保
障
改
悪
反
対
！
な
く

せ
貧
困
・
仕
事
を
よ
こ
せ
」
な
ど

８
項
目
の
要
求
を
を
か
か
げ
「
怒

り
の
江
東
地
域
総
行
動
」
が
開
か

れ
た
。

吉
沢
敬
一
江
東
社
保
協
会
長
は

「
保
健
医
療
や
日
本
の
農
業
が
破

壊
さ
れ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
は
さ
ら

に
反
対
の
世
論
を
高
め
よ
う
」
と

開
会
挨
拶
。

全
印
総
連
東
伸
社
労
組
委
員
長
。

江
東
民
商
会
長
、
江
東
区
職
労
学

校
分
会
代
表
、
江
東
障
害
者
団
体

代
表
ら
が
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

「2・26 怒りの区民集会」



つ
ど
い
は
、
赤
尾
三
千
代
さ
ん

の
横
笛
と
本
田
由
美
子
さ
ん
の
三

絃
、
唄
で
幕
を
開
け
ま
し
た
。

一
橋
大
学
院
教
授
の
吉
田
裕
さ

ん
が
記
念
講
演
。
「
東
京
大
空
襲

や
広
島
、
長
崎
に
投
下
さ
れ
た
原

爆
は
、
民
間
人
を
標
的
に
し
た
無

差
別
爆
撃
で
、
人
道
の
諸
原
則
か

ら
し
て
も
国
際
法
に
照
ら
し
て
も

違
反
。
し
か
し
戦
後
処
理
が
米
国

中
心
だ
っ
た
た
め
、
米
国
の
戦
争

犯
罪
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

私
た
ち
は
米
国
の
戦
争
犯
罪
を
追

及
し
て
い
く
と
と
も
に
、
自
国
が

お
こ
な
っ
て
き
た
戦
争
犯
罪
に
つ

い
て
も
認
め
明
ら
か
に
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」
と
語
り
ま
し
た
。

今
回
の
つ
ど
い
で
は
ド
レ
ス
デ

ン
空
襲
の
証
言
記
録
・
継
承
団
体

『
１
９
４
５
年
2
月
13
日
』
協
会

代
表
の
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ノ
イ
ツ
ナ
ー

さ
ん
が
「
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
憎

し
み
、
軍
拡
を
防
ぐ
た
め
に
団
結

し
ま
し
ょ
う
！
」
と
連
帯
の
挨
拶
。

東
京
大
空
襲
・
戦
災
資
料
セ
ン

タ
ー
館
長
の
早
乙
女
勝
元
さ
ん
は

「
戦
争
非
体
験
者
は
歴
史
を
学
び

な
お
す
こ
と
。
戦
争
体
験
者
は
、

伝
え
て
い
く
う
え
で
、
非
体
験
者

の
心
を
ゆ
さ
ぶ
り
動
か
す
よ
う
な

語
り
（
伝
え
方
）
が
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
北
朝
鮮
や
中
国
な
ど
の

不
安
材
料
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
ま
国
民
の
な
か
に
憲
法
改

定
を
許
す
よ
う
な
心
が
生
ま
れ
て

き
て
い
る
。
ひ
た
ひ
た
と
迫
っ
て

く
る
憲
法
改
定
と
い
う
土
石
流
に

対
し
て
、
私
た
ち
は
理
性
と
判
断

力
の
砦
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

新
婦
人
で
は
、
生
活
保
護
費
の

減
額
問
題
、
近
所
の
公
園
の
放
射

能
検
査
の
実
施
、
原
発
事
故
被
災

者
と
の
交
流
会
と
支
援
、
地
域
の

防
災
点
検
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
産
直

試
食
会
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班

で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
絵
手
紙
、
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
お
し
ゃ
べ
り
、
健
康
の

た
め
の
体
操
、
楽
し
く
何
で
も
話

し
あ
え
る
班
会
の
様
子
な
ど
が
交

流
さ
れ
、
「
区
の
保
育
所
に
内
定

し
て
い
た
が
、
主
人
が
再
就
職
し

た
ら
内
定
取
り
消
し
に
さ
れ
非
常

に
困
っ
て
い
る
。
認
可
保
育
所
を

増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
の
切
実
な

意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
参
加
し
た
あ
ぜ
上

三
和
子
都
議
は
「
認
可
保
育
園
へ

の
都
内
の
待
機
児
童
が
、
共
産
党

都
議
団
の
調
査
で
新
年
度
当
初
で

少
な
く
と
も
2
万
2
千
人
、
江
東

区
で
も
１
７
０
０
人
以
上
に
の
ぼ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
大
幅
増
設
を

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
る
よ

う
強
く
都
に
求
め
て
い
る
」
と
の

べ
ま
し
た
。

震
災
後
ま
す
ま
す
無
縁
社
会
が

広
が
る
な
か
、
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
新
婦
人
活
動
は
よ
り
一
層

重
要
と
、
①
憲
法
９
条
を
世
界
や

日
本
に
活
か
そ
う
②
子
ど
も
の
人

権
が
守
ら
れ
、
共
同
し
た
子
育
て

を
③
社
会
保
障
の
改
悪
を
許
さ
ず
、

増
税
反
対
、
安
全
な
食
料
と
自
給

率
向
上
④
原
発
ゼ
ロ
を
⑤
女
性
の

総
会
は
こ
の
１
年
間
の
活
動
報

告
と
方
針
案
な
ど
を
満
場
の
拍
手

で
承
認
。
続
く
憲
法
学
習
会
で
は
、

東
部
法
律
事
務
所
・
山
添
健
之
弁

護
士
か
ら
１
時
間
に
わ
た
る
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

「
日
本
国
憲
法
改
正
草
案
対
照

表
」
に
基
づ
い
て
、
国
民
に
義

務
を
押
し
付
け
る
条
項
を
遂
条

的
に
解
説
。
「
天
皇
は
日
本
国

の
元
首
」
「
国
旗
は
日
章
旗
、
国

歌
は
君
が
代
」
「
国
防
軍
を
保
持
」

な
ど
自
民
党
改
憲
草
案
は
、
主
権

者
で
あ
る
国
民
が
時
の
為
政
者
に

平
和
的
生
存
権
や
基
本
的
人
権
を

義
務
づ
け
る
憲
法
を
変
質
さ
せ
る

も
の
と
批
判
し
ま
し
た
。

改
憲
勢
力
が
衆
院
の
三
分
の
二

を
上
回
る
状
況
下
、
参
議
院
選
挙

後
に
改
憲
の
動
き
が
一
挙
に
強
ま

る
危
険
性
を
指
摘
し
ま
し
た
。

今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結
果
で

日
本
の
将
来
が
決
ま
る
、
そ
ん
な

思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。
30
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

（
江
東
革
新
懇
事
務
局
長
田
村
勲
）
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元禄文化は京都や大阪など上方で栄えた

とされていますが、江東区は、俳諧の芭蕉

をはじめ多くのすぐれた人物を輩出してい

ます。

元禄美術を代表する狩野派の尾形光琳は、

47歳（1704年）から８年間、材木商冬木家

に支えられて江戸ですごしています。「燕

子花(かきつばた)図屏風」や「紅白梅図屏

風」など日本的な芸術を確立し、名作「冬

木小袖」は冬木弥兵治の妻のために描いた

ものです。また、冬木家には六点の香包が

伝えられています。

陶芸の尾形乾山は光琳の弟で、69歳で江

戸に出て13年後に没するまで、冬木家の世

話になり深川六間堀の長屋で製作に没頭し

ました。「色絵草花絵大平鉢」のような大

作があり、絵もよくし「八ッ橋図」「花籠

図」など形にとらわれず、それらがかもし

だす情緒を表現しています。下町には乾山

に花をひらかせる活気がありました。

元禄美術を代表するもう一人の画家の英

(はなぶさ)一蝶は、光琳と同じ狩野安信の

門下で、江戸の風俗や諷刺画で世にもては

やされました。15歳から深川に住み、1724

（享保９）年に永堀町（福住２丁目）の自

宅で亡くなりました。彼は1698（元禄11）

年に描いた絵が将軍綱吉を諷刺したという

罪にとわれ、三宅島に流刑。12年後に赦免

となり、島の娘に生ませた息子・信勝とと

もに江戸にもどりました。一時、冝雲寺

（白河２丁目）に住み画業に専念しました。

代表作には「十二ヶ月風俗図屏風」（ボス

トン美術館）などがあります。

元禄時代といえば、1702（元禄15）年の

忠臣蔵が有名です。歌舞伎、講談、浪曲で

は、吉良邸討ち入り後に両国橋を渡ったこ

とになっていますが、実際には新大橋のた

もとに出て万年橋をすぎ、永代橋を渡って

泉岳寺にむかいました。

〇
４
月
７
日
（
日
）
10
時
〜

『
東
京
土
建
江
東
支
部
第

58
回

定
期
大
会
』
す
み
だ
産
業
会
館

〇
４
月
26
日
（
金
）
19
時
〜

『
労
働
相
談
講
座
』
江
東
区
労

連
・
産
業
会
館

新
日
本
婦
人
の
会
・
江
東
支
部
定
期
総
会

女
性
の
願
い
か
な
え
、
い
の
ち
守
る
社
会
へ

！

尾

形

光

琳

「

冬

木

小

袖

」

（

上

野

国

立

博

物

館

）

（20）

概説

行
事
日
程

3
月
9
日
、
『
東
京
大
空
襲
を

語
り
継
ぐ
つ
ど
い
』
が
カ
メ
リ
ア

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
３
３
５
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

３
月
３
日
、
第
31
回
新
日
本
婦
人
の
会
・
江
東
支
部
定
期
総

会
が
小
松
橋
区
民
館
で
開
か
れ
60
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

挨拶する中村会長

「元禄文化と深川」

江
東
革
新
懇

総
会
と
学
習
会

憲
法
が
憲
法
で
な
く
な
る

〜
自
民
党
改
憲
草
案
を
斬
る
〜

地
位

向

上
と

豊

か
な

文

化
を

め
ざ

す

な
ど

の

方
針

案

が
討

議
さ
れ
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

講演をする吉田裕さん

日
本
共
産
党
演
説
会

日
時

４
月

14
日
（
日
）

14
時
〜

場
所

砂
町
小
学
校
・
体
育
館

弁
士

あ
ぜ
上
三
和
子
都
議

小
池
あ
き
ら
党
副
委
員
長

吉
良
よ
し
子
参
議
院
東
京

選
挙
区
予
定
候
補

３
月
５
日
、
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
で
江
東
革
新
懇
の
２
０
１

３
年
度
総
会
と
学
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演する山添弁護士




